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孝 ･菊盛英夫共訳 5が出版され､さらに二一世紀に入って編某された Fフロイト全免帖 こも





















一九〇〇年 (一八九九年) 初版 フランツ ･ドイティケ出版 lV+三七五頁
一九〇九年 第二版 (改訂増補) フランツ ･ドイティケ出版 VII+三八九頁
一九一一年 第三版 (改訂増補) フランツ ･ドイティケ出版 Ⅹ+四一八頁
一九一四年 第四版 (改訂増補) フランツ ･ドイティケ出版 Ⅹ+四九八頁 






















5 滝橋義孝 ･菊盛英夫共訳 F夢判断』は 『フロイド選集 (改[=汀版)』に収められている. 
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一九一九年 第五版 (改訂増補) フランツ ･ドイティケ出版 Ⅹ十四七四頁
一九二一年 第六版 (改訂なし｡ただし､第六版用の ｢序文｣を付加､文献表を補充)
フランツ ･ドイティケ出版 ⅤⅠⅠ+四七八頁
一九二二年 第七版 (改訂なし) フランツ･ドイティケ出版 
Ⅰ
一九二五年 r著作集 (G. )』第二巻と第三巻の一部S. (改訂増補) 国際精神分析出版
第二巻五四三頁､第三巻一八五頁







)W一九四二年 r全集 (G. (改訂なし､第^版と同内容) イマ -ゴ










Ⅴ (扉､序文等)+-～三七五頁 (本文･参考文献表･目次)であるのに対 し､r全Ⅰ

集 F夢解釈』の頁数はⅠ～XV (扉､序文等) + 六四二頁 (本文と参考文-～
献表)である｡初版は-頁四六行､F全集 (G.W.)』は三四行なので､行数で比べると一文
字の組み方も違うので､正確な文字数の比較にはならないが-F全集 (G.W.)』版は初版















第五版以降では一八九九年の時点でまだ未知の人であった研究者 (ザクス)の論文 10さえ 
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11 グループリヒ-ジミテイスは rヒステリー研究｣】を精神分析の ｢始まりの審 
と 呼 ぶ ( eG
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2 ただし､エレンベルガーが勧めるのは ドイツ語原文の初版である (DieEn gd
ten.Ub JneuuSS S.
ばしばなされるが､こうした部分は翻訳不可能であることが多い｡ 
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 0r夢解釈Jには言葉の遊び､言葉の音による連想についての分析がし
